
令和５年度 国立若狭湾青少年自然の家教育事業 実施報告書

ねらい：青少年野外教育施設等でのボランティア活動の役割について理解を深める。

当施設の教育事業の特性に応じた体験活動についての知識や技能を習得する。

会 場：国立若狭湾青少年自然の家

日 程：令和５年６月２４日（土）～２５日（日）

参加者：４０名（高校２年生２名、高校３年生１名、大学１年生２４名、大学２年生６名、大学３年生７名）

１日目＜11：00～＞

国立青少年教育振興機構青少年教育研究センター
副センター長 青山 鉄兵氏

講義「青少年教育」

この講義では、講師青山氏の指導のもと、初めましての参加者同士で何回も
ペアを変えながら話し合っていく中で、ここ（この施設）は教育のための施設
であること、体験の機会を提供していて「体験」がキーワードとしていること、
ボランティアのお兄さんお姉さんが活躍していること、これらが「どうやら」
青少年教育ということ、を段々と形作っていった。
その後、３人のグループで「なぜ体験が大切とされているか」「体験の格差
があること」「体験と遊び」などをお互いの考えを話し合い、共有しあった。

１日目＜13：00～＞

国立青少年教育振興機構国立若狭湾青少年自然の家
次長 渡邊 剛志氏

講義「青少年教育施設の現状と運営」

この講義では、まず最初にプレイホールへ移動し、８～９人のグループを作
り、フラフープを使ったイニシアティブゲームから始まった。タイムを縮める
ため、各グループでは何度も作戦会議と試行錯誤を繰り返し、最後目標タイム
を達成した際には歓声を上げて喜んだ。
その後、研修室に戻り、青少年教育施設が（特に若狭湾のような国立の施設
が）どのような目的や考えのもと運営しているのか、子供たちに伝えたいこと
や身につけてほしいことを渡邊氏から学んだ。

各プログラムの様子

１

この事業では、当機構の法人ボランティア制度に則った、以下の特定カリキュラムを履修することによ

り、当機構における２８施設で「法人ボランティア」として活動することができるようになる。



１日目＜15：30～＞

国立若狭湾青少年自然の家 職員

演習「ボランティア活動の技術」

この演習では、大きく２つの技術を学んだ。一つは、テント設営に関するスキルと、
もう一つは、野外炊事に関するスキルである。テント設営では、８～９人のチームに分
かれ、まず説明を受けずに自分たちの知識と経験で張ってみた。いかに早く正確に建て
られるかを競い合い、できたテントを職員が一つひとつ必要な情報を説明しながら確認
（採点）をし、テント設営のスキル（知識と技能）を共有し合った。野外炊事では、職
員から野外炊事の安全管理、火おこしの方法、調理のポイントの説明を受けながら、
チーズ等のトッピングを１品足しした「ちょい足しカレーライス」を作った。

１日目＜19：30～＞

法人ボランティア 羽田 恵佑氏、飯田 朋子氏

講義「ボランティア活動の内容理解」

この講義では、星空のもと法人ボランティアの先輩である羽田氏と飯田氏を講師に、
「自分が印象的だった教育事業」と「心に残っていること、学んだこと」を語ってもらっ
た。羽田氏と飯田氏の話は、コンパクトにわかりやすくまとめられていて、事業の様子が
思い浮かんだ。また、多くの学びがあることも知り、よりボランティアへの意欲が湧いた
ようだった。
その後は、幻想的な雰囲気の中、職員の進行でこのセミナーへの参加動機等を参加者同
士で共有し合い、１日のことを振り返った。

２日目＜9：00～＞

シチズンシップ共育企画 代表 川中 大輔氏

講義「ボランティア活動の意義」

この講義では、講師川中氏の指導のもと、「ボランティアとは何か」「なぜボラ
ンティアをするのか」「これからボランティアを始めるには」等を３～４人のグ
ループを何度も作り変えながら話し合った。グループでは、高校生から大学生と
様々な年齢の参加者が、お互いの考えを言い合い、聴き合うことで、多くの刺激を
受け、各自のボランティア活動に対する意義を見出す機会となった。

２日目＜10：30～＞

WMAJインストラクター 大手 まゆみ氏、稲田 真氏

講義・演習「安全管理・救命救急法等」

この講義・演習では、講師大手氏と稲田氏の指導のもと、基本的な安全管理に関する知識
や技能から低体温症や熱中症に関する具体的な対応への考え方を学んだ。
前半は、３～４人のグループを作り、１人が傷病者となり、その他のメンバーで対処する
シミュレーショントレーニングを行った。様々なシチュエーション（場所や病状）において、
リアルに近い傷病の演技役や処置役に分かれ、実践的な学びをすることができた。
後半は、テントを使って低体温症の人をパッケージする（処置、保護する）トレーニング
を１０人程度のグループを作り行った。発症のメカニズムや環境における予防方法をベース
にし、「今そこにある物でどう対応するか」を考える、素地作りとなった。

２



●事業の課題
・若狭湾の特色と事業の目的、カリキュラムのバランスを鑑み、詰め込みすぎないよう事業プ
ログラムを検討する必要がある。

参加者の声

初めて会った人と２日過ごして、コミュニ
ケーションをとりながら意見交換して、視
野を広げられたり、色んな考え方が学べた。
（10代、女性）

（このセミナーが）思っていた感じと違っ
て楽しかった。先生（講師）の話が想像よ
り固くなかったと思った。（10代、男性）

事業の成果と課題

●事業の成果
・参加者の事業全体の評価は、「やや満足」「満足」
と答えた人が100％であり、概ね満足した事業を行
うことができた。（右のグラフ参照）

・専門的なコマにおいては、外部講師を招聘したが、
参加者の様子等を事前に打ち合わせておくことによ
り、当日は実地の状況に合わせ、会場を変えたり、
ワークショップを多く取り入れたりと臨機応変な講
義・演習を行うことができた。

・一方で、本セミナーの参加者のニーズと、より専門
的な講義内容が合致するか懸念されたが、概ねどの
講義も８割以上の満足度が得られた。

・また、今後当施設でボランティア活動をする入り口
として、施設・職員の印象や活動への楽しみがポジ
ティブに働くよう努めたが、多くの参加者がこれか
らの活動に期待を抱いているようだった。（右のグ
ラフ参照）

同年代が少なく緊張した。事前に事業の参加
対象年齢をチラシに書いてほしかった。
ボラの魅力を知れるとても良い事業だと思う。
（10代、女性）

実施（実習）やディスカッションを
交えながらの講義だったのでわかり
やすかった。（10代、女性）

参加者のアンケートより（３名収集できなかった）

３
事業担当者：小林、山下、和泉


